
(57)【要約】

【課題】本考案は鉗子ハンドルに圧縮コイルばねにより

作動する可動ラチャットと反対側ハンドルに固定ラチェ

ットを設けて小型化した。腹腔鏡下外科手術におけるハ

ンドアシスト方で用いられるラップディスクを通じて腹

腔内で操作される巾着縫合鉗子を提供する。

【解決手段】本考案は鉗子ハンドル３，５の把持部に圧

縮コイルばね１による可動ラチェット２と固定ラチェッ

ト４、さらにハンドル支点近くに圧縮コイルばね８を設

け、鉗子のロック、ロック解除、鉗子ジョーの開放を片

手で操作可能としたことを特徴とする。

【選択図】　　　図１
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【 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
巾 着 縫 合 鉗 子 の ロ ッ ク の た め に 、 圧 縮 コ イ ル ば ね １ に よ る 可 動 ラ チ ェ ッ ト ２ 付 ハ ン ド ル ３
、 固 定 ラ チ ェ ッ ト ４ 付 ハ ン ド ル ５ 、 鉗 子 ジ ョ ー ６ ， ７ 開 放 用 圧 縮 コ イ ル ば ね ８ を 設 け た こ
と を 特 徴 と す る 腹 腔 鏡 下 手 術 用 食 道 巾 着 縫 合 鉗 子 。
【 考 案 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
本 考 案 は 巾 着 縫 合 鉗 子 に 、 圧 縮 コ イ ル ば ね に よ る ロ ッ ク 用 可 動 ラ チ ェ ッ ト と 固 定 ラ チ ェ ッ
ト 並 び に 先 端 ジ ョ ー 開 放 の た め 圧 縮 コ イ ル ば ね を 組 み 合 わ せ 設 け た 腹 腔 鏡 下 手 術 用 食 道 巾
着 縫 合 鉗 子 で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
胃 全 摘 出 手 術 に お け る 食 道 － 空 腸 吻 合 や 直 腸 前 方 切 除 等 消 化 管 の 再 建 術 に は 、 多 く の 医 療
施 設 で 環 状 ス テ イ プ ル 吻 合 器 が 用 い ら れ る 。 （ 図 ２ ） 環 状 ス テ イ プ ル 吻 合 器 を 使 用 す る 場
合 、 ア ン ビ ル シ ャ フ ト 及 び 吻 合 器 本 体 の セ ン タ ー ロ ッ ト に 吻 合 食 道 及 び 腸 管 の 断 端 を 縫 縮
固 定 す る 必 要 が あ り 巾 着 縫 合 を 行 う 。 （ 図 ３ ）
巾 着 縫 合 鉗 子 は 、 一 般 開 腹 外 科 手 術 に お い て 使 用 す る こ と を 前 提 に 開 発 さ れ て お り 、 腸 管
を 挟 む に は 両 ハ ン ド ル の 支 点 と そ の ハ ン ド ル 把 持 部 と の ば ね 性 を 利 用 し ２ ケ の ラ チ ェ ッ ト
を か み 合 わ せ 、 ロ ッ ク し て 使 用 す る 。 そ の た め 全 長 ２ ２ ０ ｍ ｍ 前 後 と 長 い 。 更 に 使 用 後 に
は ハ ン ド ル を 左 右 方 向 に 捩 り 、 ラ チ ェ ッ ト の か み 合 わ せ を 解 除 し て い る 。 （ 図 ４ ）
巾 着 縫 合 は 手 縫 い で も 可 能 で あ る が 、 時 間 と 熟 練 し た 技 術 が 必 要 で あ る 。 患 者 へ 負 担 が 少
な い 腹 腔 鏡 下 外 科 手 術 で ラ ッ プ デ ィ ス ク を 使 用 す る ハ ン ド ア シ ス ト 方 に お い て は 従 来 の 巾
着 縫 合 鉗 子 の 操 作 は 腹 腔 内 で は 大 き す ぎ て 物 理 的 に 不 可 能 で あ る 。
【 考 案 の 開 示 】
【 考 案 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
従 来 品 に は 次 の よ う な 欠 点 が あ っ た 。
（ イ ） ラ ッ プ デ ィ ス ク を 通 じ て 人 間 の 腹 腔 内 に 挿 入 す る に は 物 理 的 に 大 き す ぎ る 。
（ ロ ） 腹 腔 内 で 片 手 操 作 に は 無 理 が あ る 。
（ ハ ） 食 道 を ラ ッ プ デ ィ ス ク を 通 じ て 腹 腔 外 に 取 り 出 し 、 巾 着 縫 合 を す る に は 食 道 に 過 大
な テ ン シ ョ ン が か か り 無 理 が あ る 。
本 考 案 は 以 上 の 欠 点 を 解 決 す る た め に 考 案 さ れ た も の で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
（ イ ） 圧 縮 コ イ ル ば ね １ を 使 用 し た 可 動 ラ チ ェ ッ ト ２ 付 ハ ン ド ル ３ 及 び 固 定 ラ チ ェ ッ ト ４
付 ハ ン ド ル ５ を 握 り こ む こ と に よ り 軽 く ロ ッ ク 、 可 動 ラ チ ェ ッ ト ２ 後 部 レ バ ー を 小 指 で 軽
く 後 方 に 押 す こ と に よ り ロ ッ ク 解 除 と 同 時 に 、 圧 縮 コ イ ル ば ね ８ の 働 き に よ り 鉗 子 先 端 の
ジ ョ ー ６ ， ７ を 開 放 さ せ る 機 能 を 備 え た 腹 腔 鏡 下 手 術 用 食 道 巾 着 縫 合 鉗 子 で あ る 。
（ ロ ） 鉗 子 全 長 ９ ８ ｍ ｍ と 小 型 で ラ ッ プ デ ィ ス ク を 通 じ て 腹 腔 内 に お い て 片 手 で 操 作 で き
る 。
【 考 案 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
本 考 案 を 使 用 す る こ と に よ っ て
（ イ ） 可 動 ラ チ ェ ッ ト ２ の 働 き に よ り 鉗 子 全 体 が 小 型 化 さ れ た 。
（ ロ ） 腹 腔 鏡 下 外 科 手 術 ハ ン ド ア シ ス ト 方 に お い て ラ ッ プ デ ィ ス ク を 通 じ て 腹 腔 内 に お い
て 食 道 に 短 時 間 で 巾 着 縫 合 が で き る 。
【 考 案 の 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
（ イ ） ハ ン ド ル ３ に 取 り 付 け た 可 動 ラ チ ェ ッ ト ２ は 圧 縮 コ イ ル ば ね １ に よ り そ の 支 点 で 円
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滑 に 作 動 す る 。
（ ロ ） 可 動 ラ チ ェ ッ ト ２ は ハ ン ド ル ５ に 取 り 付 け た 固 定 ラ チ ェ ッ ト ４ と 圧 縮 コ イ ル ば ね １
の 反 発 力 で 十 分 噛 み 合 う も の と す る 。
（ ハ ） 可 動 ラ チ ェ ッ ト ２ を 固 定 ラ チ ェ ッ ト ４ よ り 解 除 し た 時 、 鉗 子 ジ ョ ー ６ ， ７ は 圧 縮 コ
イ ル ば ね ８ の 反 発 力 に よ り １ ０ ｍ ｍ ～ １ ２ ｍ ｍ 間 隔 に 開 放 さ れ る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
以 下 、 添 付 図 に 従 っ て 実 施 例 を 説 明 す る 。
（ イ ） 巾 着 縫 合 鉗 子 の ハ ン ド ル ３ ， ５ の 所 定 の 位 置 に 、 可 動 ラ チ ェ ッ ト ２ 、 固 定 ラ チ ェ ッ
ト ４ 並 び に 圧 縮 コ イ ル ば ね １ ， ８ を 設 け る 。
（ ロ ） 図 ５ は 食 道 の 巾 着 縫 合 鉗 子 に よ る 巾 着 縫 合 の 図 で あ る 。
固 定 ラ チ ェ ッ ト ４ に 圧 縮 コ イ ル ば ね １ の 反 発 力 で 可 動 ラ チ ェ ッ ト ３ が 噛 み 合 っ て 鉗 子 ジ ョ
ー ６ ， ７ は ロ ッ ク さ れ る 。
（ ハ ） 縫 合 後 、 可 動 ラ チ ェ ッ ト ２ を 作 動 ・ ロ ッ ク 解 除 さ せ る と 、 圧 縮 コ イ ル ば ね ８ の 反 発
力 で 鉗 子 ジ ョ ー ６ ， ７ が 開 放 さ れ る 。
本 考 案 の 実 施 例 は 上 述 の と お り で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 図 １ 】 　 　 本 考 案 の 説 明 図
【 図 ２ 】 　 　 環 状 ス テ イ プ ル 吻 合 器 の 説 明 図
【 図 ３ 】 　 　 巾 着 縫 合 の 説 明 図
【 図 ４ 】 　 　 既 存 巾 着 縫 合 鉗 子 の ハ ン ド ル の 説 明 図
【 図 ５ 】 　 　 本 考 案 の 使 用 状 態 を 示 す 斜 視 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 　 １ 　 　 　 圧 縮 コ イ ル ば ね
　 　 ２ 　 　 　 可 動 ラ チ ェ ッ ト
　 　 ３ 　 　 　 ハ ン ド ル
　 　 ４ 　 　 　 固 定 ラ チ ェ ッ ト
　 　 ５ 　 　 　 ハ ン ド ル
　 　 ６ 　 　 　 鉗 子 ジ ョ ー
　 　 ７ 　 　 　 鉗 子 ジ ョ ー
　 　 ８ 　 　 　 圧 縮 コ イ ル ば ね
　 　 ９ 　 　 　 針
　 　 １ ０ 　 　 糸
　 　 １ １ 　 　 食 道
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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